















記を印 刷し た事もあるが， 岐に絶版とた： った。且つ共後建
物を増築し， 設備を改善 した底も少く左い。殊vc水族館は
面白 一新し， 年中公開してを る。 上の事情のため今全部を
書き改め上梓する事とした。
i合も来 る六月は本所.I亡臨幸の御事ありてより満十年に首









































































































































































11玉川｜子了｜す岡市i1XX-iす｜記｜~1~1司王｜司五戸1~~1司~1 141 1 9r~~－m卜3.914314.11川19.512.31ベ27.0125.81ベ吋.019.6
耐而司03.山卜20.…78.J卜37.912ふ｜凶川両示5
か L る温暖な策｛民に恵まれてゐる上に紀伊牛島の南端部~1r1wN1 を通る黒潮
の分流が紀伊水道に向って流れ，其一部は回湿潤内に入る矯め，附近の生
物相は著しく熱帯的傾向を帯び、てをる。陸生植物の中でも・湾内の利l島には




































































































上にも及ぶ。叉アヲヒトデの－fl!:Linc!ζia guildi昭 iが冬季底曳網陀か Lる。
Ff'l殻類はどとでも海産動物中の最重要な｛l干のーで、あるが，殊~c蟹蝦の類
は甚だ極類多く ，中にも イセエピは地方の漁獲物中ブC切なもの L中lて算へ
られる。之に似たセ ミヱピ・ ウチワエピ・ハコヱピも珍しく友い。海岸の
石垣の間には時々熱帯の陸棲ヤドカリ在るヲ カヤドカリ （Coenobita）が捷































































































































産j,j，~類では支升｜；で云ム海苔茶店日ち アヰミド日 （Brachytrichia quoyi）が湖
紘附近の岩聞に彩しく生じてゐる。
総蕊類ではミドリゲ・アアモグーす・アアサ・ヒトヘグサ等最も多い。多
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p~力のポンプがある 。 其前 lて潟水の井があれ之より 190 尺の導水管が真































if;]:刻iJ到J物（カイメン知） 2 5 
腔！！易動物（サン ゴ，イソギンチヤク等） 27 80 
・inf:
擬軟搬動物（コケムシ， ホウ キムシ等） 3 50 
脊
村主
練度動物（ウニ，ナマコ，ヒトデ等） 2l 90 
動 理形動物（ゴカイ，ケヤリ等） 5 100 
物 節足動物（エピ，カュ，ヤドカリ 等） 17 100 
軟時動物（カヒ，ウミウシ，タコ等） 22 55 
原索動物（ホヤ，ギボシムシ等） 3 20 
計 100 500 
脊椎動物（；前1,fJ'i,i毎抱や） 50 330 
告患 150 830 
季%により夏は沿jギのものが容易くJ采取／：！
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第 9園 特別研究 室
第 10闘寄 託j 合
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